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要旨
小説の会話文において一定の頻度が観察された 1,923 種類の文末形式のリストを作成し

た。このリストには、4 種類の情報が付与されている。(1) 1,065 種類に文末形式に対して
「BCCWJ 小説会話文」に含まれる 276,576 文における頻度情報。(2) 933 種類の文末形式に
対して「小説家になろう」に掲載されている小説から収集した会話文 8,879,279文における頻
度情報。(3) 806 種類の文末形式に対して 2 種類の会話文コーパスにおける出現率の差 (対数
比)。(4) 356種類の文末形式に対して「BCCWJ小説会話文」を利用して算出した女性率。こ
のリストを利用することにより、書籍体の小説とウェブ小説での文末形式の使用差や、多様な
文末形式の男女の使用差を観察することができる。

1. はじめに

発話には話者の個性が投影され、それが言葉遣いに現れる。日本語の小説では、この性質を
利用した「セリフの書き分け」が広く用いられている。
話者のキャラクタ性 (特徴や個性)は言葉遣いの色々な側面に現れるが、日本語では、終助詞

を中心とした文末形式 (文末表現)がその中心的な要素となる。よく知られているように、終助
詞の使用には性差が存在する (益岡・田窪 2024, 上野ほか 2025, 小川 2006)。現代社会では、
使用される終助詞の性差は縮小傾向にあるが (鈴木 2007)、小説やマンガなどでは、キャラク
タ性に基づく文末形式の選択的使用が積極的に利用されており、読者に登場人物の人物像を伝
える一つの手段となっている。
我々日本語母語話者は、文末形式と想起されるキャラクタ性の関係を直感的に理解してい

る。その関係は、役割語研究 (金水 2003, 2014) 等により、定性的にも明らかにされている。
しかしながら、話者のキャラクタ性と文末形式の関連性に焦点を当てた分析は、人手による小
規模なもの (遠藤 1997, 下條 2012, 朽方 2017, 安井 2024)が中心で、データによる裏付けは必
ずしも十分とは言い難い。
話者のキャラクタ性と会話文の文末形式の関連性を明らかにするためには、分析対象とする

文末形式の範囲の決定が必要となるが、そのために必要な文末形式に関する基礎資料は不足し
ている。このような背景により、本研究では、小説の会話文の文末形式を自動認定するシス
テムを作成し、これを利用して一定の頻度が観察された 1,923 種類の文末形式のリスト作成
した。このリストには、4 種類の情報が付与されている。(1) 1,065 種類に文末形式に対して



表 1 文末形式リストの概要
ファイル名 KohakuFFL.20250716.tsv

ファイル形式 TSV形式
行数 1,923行
各行のフィールド数 16フィールド (F00–F15)

F00 通し番号 0000 – 1922

F01 文末形式タイプ 文末形式の大分類
F02 文末形式 ID

F03 終助詞 ID 終助詞等
F04 接続助詞 ID 接続助詞等
F05 丁寧表現 ID 「ます・です」など
F06 特殊表現 ID 「のだ・だろう・じゃない」など
F07 BCCWJ頻度 「BCCWJ会話文コーパス」における頻度 (回数)

F08 BCCWJ出現率 「BCCWJ会話文コーパス」における出現率 (万分率)

F09 なろう頻度 「なろう会話文コーパス」における頻度 (回数)

F10 なろう出現率 「なろう会話文コーパス」における出現率 (万分率)

F11 log2(F10/F08) 2種類の会話文コーパスにおける出現率の対数比
F12 女性頻度 「BCCWJ会話文コーパス」における女性話者の頻度 (回数)

F13 男性頻度 「BCCWJ会話文コーパス」における男性話者の頻度 (回数)

F14 その他頻度 「BCCWJ会話文コーパス」における女性・男性以外の頻度 (回数)

F15 女性率 「BCCWJ会話文コーパス」に基づく女性率 (%)

「BCCWJ 小説会話文」に含まれる 276,576 文における頻度情報。(2) 933 種類の文末形式に
対して「小説家になろう」に掲載されている小説から収集した会話文 8,879,279文における頻
度情報。(3) 806 種類の文末形式に対して 2 種類の会話文コーパスにおける出現率の差 (対数
比)。(4) 356種類の文末形式に対して「BCCWJ小説会話文」を利用して算出した女性率。こ
のリストを利用することにより、書籍体の小説とウェブ小説での文末形式の使用差や、多様な
文末形式の男女の使用差を観察することができる。

2. 文末形式リストの形式

作成した文末形式リストの全体像を表 1 に示す。このデータは 1,923 行から構成されてお
り、各行は 16のフィールドから構成されている。16フィールドのうち、主要なフィールドは
ボールド体で示した 6つのフィールドである。作成した文末形式リストの一部を表 2に示す。

3. 文末形式リストの作成

文末形式リストの作成には、文末形式認定システム Kohaku(佐藤 2025)を用いた。
3.1 文末形式認定システム Kohaku

文末形式認定システム Kohakuは、与えられた会話文を Sudachi (Takaoka et al. 2018)を用
いて形態素解析した後、その出力に文末形式の構成要素を検出するルール群を適用し、文末形
式を決定する。このシステムは、文末形式と話者のキャラクタ性の関係の解明を最終目的に、
その調査を容易にするためのツールとして開発した。そのため、次のような特徴を持つ。

• 終助詞は長い単位で認定する。短単位の終助詞の連続は、一定の頻度が観察される場合
は、ひとまとまりで終助詞と認定する。たとえば、「わよ」、「わね」、「かい」、「だい」等



表 2 文末形式リストの一部
スペースの都合上、主要なフィールドのみ示す。値がないフィールドは ‘-’で表されている。

F00 F01 F02 F08 F10 F11 F15

0000 - - 1911.01 2633.32 0.46 57.3

0001 裸 Ｖ 553.81 496.58 -0.16 29.9

0002 裸 Ａ 408.78 353.23 -0.21 33.9

0003 裸 だ 384.89 360.95 -0.09 7.1

0004 裸 Ｖタ 313.91 200.48 -0.65 33.7

0005 丁 ます 270.81 308.86 0.19 46.9

0006 特 んだ 253.46 127.08 -1.00 10.6

0007 丁 です 247.56 240.85 -0.04 42.5

0008 終 の 230.86 133.37 -0.79 92.7

0009 終 か 209.24 313.83 0.58 17.4

0010 終 よ 189.86 169.34 -0.16 39.9

0011 終 わ 186.96 92.96 -1.01 98.0

0012 丁 ました 162.49 133.30 -0.29 48.9

0013 終 な 156.27 240.25 0.62 10.0

0014 裸 Ｖ命 142.02 156.09 0.14 15.6

0990 特接終 んだろう.けど.な 0.11 0.10 -0.05 -

0991 特終 じゃない.のお 0.11 0.10 -0.07 -

0992 特接終 んだ.が.よ 0.11 - - -

0993 接終 で.の 0.11 - - -

0994 特丁接 じゃない.んです.けど 0.11 - - -

0995 特終 んだった.かな 0.11 - - -

0996 丁終 のでしょう.かね 0.11 - - -

0997 丁 なさって 0.11 - - -

0998 特終 じゃねえ.ぜ 0.11 - - -

0999 特接終 だろう.し.なあ 0.11 - - -

1178 丁 でしゅ - 0.17 - -

1179 特 じゃ無い - 0.16 - -

1180 丁終 のです.Ｐわね - 0.15 - -

1181 特接終 じゃ.が.な - 0.15 - -

1182 終 な.の - 0.13 - -

1183 特接終 じゃ.から.のう - 0.12 - -

1184 丁終 っす.Ｐわ - 0.12 - -

1185 終 わぁん - 0.12 - -

1186 接終 けど.よお - 0.12 - -

1187 特接終 んじゃ.が.な - 0.11 - -

1188 丁終 ましょう.かあ - 0.11 - -

1189 接終 のに.さあ - 0.11 - -

1190 終 Ｂな.の - 0.10 - -

1191 丁終 んっす.よ - 0.10 - -

1192 特丁終 じゃない.っす.よ - 0.10 - -

を、それぞれ異なる終助詞として認定する。
• 一部の終助詞は、前方の文脈付きで認定する。たとえば、「だ」に後続する「ね」は「Ｄ
ね」、名詞等に後続する「ね」は「Ｘね」として、区別する。

• 接続助詞を文末形式の構成要素として認定する。
• 「です・ます」等の丁寧表現を文末形式の構成要素として認定する。



• 会話文の文末に頻出する「のだ」、「んだ」、「だろう」、「だろ」、「じゃない」などを文末
形式の構成要素として認定する。

• 一部の異形を正規化する。たとえば、「ねぇ」、「ねェ」、「ねー」は、「ねえ」に正規化する。
Kohakuが認定する文末形式は、次の 5種類の要素から構成される。
1. 終助詞 (F03)

2. 接続助詞 (F04)

3. 丁寧表現 (F05)

4. 特殊表現 (F06)

5. 主要素形式
最後の主要素形式を除く 4種類の要素を付属要素と呼ぶ。付属要素は、以下に示す出現順序

制約を満たす。
特殊表現 < 丁寧表現 < 接続助詞 < 終助詞 (1)

文末形式タイプ (F01)とは、出現した付属要素の種別名の最初の 1文字を繋げたもので、文
末形式の大分類に相当する。文末に付属要素が全く出現しない場合は、文末の形態素が述語か
否かを判定し、述語の場合は文末形式タイプ「裸」、述語以外の場合はタイプ「なし (‘-’)」と
する。
文末形式 ID(F02)とは、付属要素を持つ場合は付属要素の IDをドット (‘.’) でつないだ文

字列である。付属要素を持たない場合は、略記した述語の形式 (主要素形式 ID(1)) ある。
文末形式認定システムが認定する文末形式とは、文末形式タイプ (F01)と文末形式 ID(F02)

の組である(2)。
Kohakuは、形態素パターンを利用したルールベースなので、認定する文末形式の総種類数

は不明である。現時点までに認定を確認した文末形式の種類は、5,246種類である。
3.2 「BCCWJ小説会話文」に対する文末形式の付与
「BCCWJ 小説会話文」とは、『現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)』の図書館サ
ブコーパス (LB)の小説サンプルに含まれる会話文に、話者情報を付与したデータ (山崎ほか
2022)を指す。このデータから、ほぼ確実に会話文と思われる 276,576文を抜き出し、これら
の文に Kohakuを用いて文末形式を自動付与した。以降では、この会話文データを「BCCWJ

会話文コーパス (Kohaku-BCCWJ)」と呼ぶ。
表 3に、「BCCWJ会話文コーパス」における文末形式タイプの頻度と文末形式 IDの種類

数を示す。この表に示すように、総計で 1,916種類の文末形式が付与された。そのうち、1万
文に 1 回 (1bp) 以上出現した文末形式は 355 種類、0.1bp 以上出現した形式は 1,065 種類で
あった。
3.3 「小説家になろう会話文」に対する文末形式の付与
「小説家になろう会話文」とは、ウェブサイト「小説家になろう」に掲載されている小説から
収集した 5,297,896セリフ (川北ほか 2024)を文に分割した 8,879,279文の会話文データを指

(1) 主要素形式 IDの詳細を付録 Aに示す。
(2) 文末形式が F01と F02の組である理由は、付録 Bを参照のこと。



表 3 「BCCWJ 会話文コーパス」の文末形式の概要
タイプ 頻度 (計) 種類数

(頻度下限) 2,766 1,383 277 139 28 14 3 1

(出現率下限) 100bp 50bp 10bp 5bp 1bp 0.5bp 0.1bp

終 62,006 6 12 34 41 80 98 155 194

接終 3,715 0 0 2 6 23 39 93 153

丁終 20,436 0 4 17 26 71 109 235 419

特終 8,343 0 1 5 13 38 73 183 372

丁接終 1,258 0 0 0 1 11 19 52 134

特接終 806 0 0 0 0 7 12 47 125

特丁終 519 0 0 0 1 3 7 19 72

特丁接終 5 0 0 0 0 0 0 0 5

接 7,027 0 1 9 10 17 20 25 26

丁接 3,466 0 0 2 8 25 33 71 113

特接 1,898 0 0 1 4 9 14 35 86

特丁接 22 0 0 0 0 0 0 4 12

丁 37,992 5 7 15 20 27 42 70 93

特丁 165 0 0 0 0 2 3 9 23

特 14,751 1 2 7 12 21 25 40 58

裸 61,313 6 8 13 16 21 24 27 31

- 52,854 - - - - - - - -

合計 276,576 18 35 105 158 355 518 1,065 1,916

す。これらの文に Kohakuを用いて文末形式を自動付与した。以降では、この会話文データを
「なろう会話文コーパス (Kohaku-Narou)」と呼ぶ。
表 4に、「なろう会話文コーパス」における文末形式タイプの頻度と文末形式 IDの種類数を

示す。この表に示すように、総計で 5,075種類の文末形式が付与された。そのうち、1bp以上
出現した文末形式は 373種類、0.1bp以上出現した文末形式は 932種類であった。
3.4 収録する文末形式の決定
それぞれの会話文コーパスで、ある閾値よりも出現率の高い文末形式を持つ会話文が、全体

の会話文のどのくらいの割合を占めるか (カバー率)を調べた。その結果を表 5に示す(3)。こ
の表に示すように、1bp以上の文末形式で、会話文のカバー率は 97%以上、0.1bp以上で 99%

以上となる。
いずれかのコーパスで 0.1bp以上出現する文末形式は、1,192種類存在する。これに、文末

形式タイプが「なし (‘-’)」を含めた 1,193 種類を、以降では、便宜的に文末形式と呼ぶ。こ
の 1,193 種類を、今回作成する文末形式リストの収録対象とし、そのそれぞれに、頻度情報
(F07–F10)を付与した(4)。
2種類の会話文コーパスのいずれにおいても、0.1bp以上の出現する文末形式は 806種類あ

る。806種類の各文末形式 f に対して、2種類の会話文コーパスにおける出現率の違いを、以

(3) この表では、文末形式タイプ「なし」も 1種類の文末形式として含めている。括弧内の数字は、分母と分子のい
ずれにおいても文末タイプ「なし」を除いた数で計算したカバー率である。

(4) F07と F09が 1以上の場合でも、出現率が 0.1bp未満の場合は、F08と F10の値を ‘-’とした。



表 4 「なろう会話文コーパス」の文末形式の概要
タイプ 頻度 (計) 種類数

(頻度下限) 88,793 44,397 8,880 4,440 888 444 89 1

(出現率下限) 100bp 50bp 10bp 5bp 1bp 0.5bp 0.1bp

終 1,932,591 6 12 33 48 85 100 136 427

接終 148,194 0 0 2 7 24 42 80 381

丁終 683,844 0 2 16 30 79 112 218 1,073

特終 209,684 0 0 4 10 41 65 138 1,022

丁接終 28,480 0 0 0 1 6 12 41 340

特接終 29,820 0 0 0 0 9 17 47 512

特丁終 16,852 0 0 0 1 2 5 19 354

特丁接終 301 0 0 0 0 0 0 1 46

接 230,838 0 1 8 11 15 18 21 34

丁接 117,892 0 0 2 9 29 37 71 215

特接 60,157 0 0 1 4 12 16 34 205

特丁接 664 0 0 0 0 0 0 1 78

丁 1,038,269 3 5 15 20 31 38 54 158

特丁 2,326 0 0 0 0 0 2 5 90

特 330,998 1 2 7 11 18 24 39 97

裸 1,710,167 5 7 13 16 22 23 27 43

- 2,338,202 - - - - - - - -

合計 8,879,279 15 29 101 168 373 511 932 5,075

表 5 文末形式の頻度上位とカバー率
種類数は、文末形式タイプ「なし」を含む

括弧内の数字は、文末形式タイプを持つ会話文のみに限定した場合のカバー率
BCCWJ会話文 なろう会話文

出現率下限 種類数 カバー率 種類数 カバー率
10bp 106 88.8938 (86.2700) 102 88.0692 (83.8043)

5bp 159 92.5323 (90.7680) 169 93.0251 (90.5318)

1bp 356 97.2785 (96.6356) 374 97.5716 (96.7036)

0.5bp 519 98.3665 (97.9805) 512 98.5563 (98.0402)

0.1bp 1,066 99.6099 (99.5177) 933 99.5580 (99.4000)

下の式に従って算出した。

F11(f) = log2

(
F10(f)

F08(f)

)
(2)

F11 の算出では、BCCWJ 出現率 (F08) を分母とした。すなわち、F11 が正の値の文末形
式は、「なろう会話文コーパス」の方により多く現れ、負の値の文末形式は、「BCCWJ会話文
コーパス」の方により多く現れることを意味する。
3.5 女性率の算出
「BCCWJ会話文コーパス」の元となった「BCCWJ小説会話文」には、話者の性別データ
が含まれている。これを利用して、文末形式の女性率を計算した。
「BCCWJ会話文コーパス」における話者の性別データの分布を表 6 に示す。この表の「そ
れ以外」は、性別の値が「女」または「男」以外のものを指す。



表 6 「BCCWJ 会話文コーパス」における話者の性別の分布
話者の性別 頻度 %

女 83,288 30.11

男 187,444 67.77

それ以外 5,844 2.11

表 7 2 種類のコーパスの出現率の対数比 (F11) の分布
F11 種類数

上限 下限 10bp 1bp 0.5bp 0.1bp

2 0 0 6 33

2 1 1 29 45 105

1 0 32 126 170 269

0 -1 56 122 171 257

-1 -2 13 46 69 102

-2 4 31 39 40

106 354 500 806

この表に示すように、対象とする会話文の性別分布には大きな偏りがある。このため、この
偏りを補正してそれぞれの文末形式 f の女性率 (F15(f))を計算する。具体的には、以下の式
を用いる。ここで F12は女性頻度、F13は男性頻度である。

F15(f) =
F12(f)× r

F12(f)× r + F13(f)
(3)

r =

∑
f F13(f)∑
f F12(f)

=
187444

83228
≈ 2.2506 (4)

頻度が低い文末形式に対しては、女性率を計算しても信頼できない値となる。そのため、女
性率の計算対象は、1bp以上 (頻度 28以上)の 356(=355+1)種類の文末形式に限定した。

4. 2種類の会話文コーパスにおける文末形式の使用差

作成した文末形式リストでは、806種類の文末形式に対し、2種類の会話文コーパスにおけ
る出現率の対数比 (F11)が付与されている。本節では、F11の分布と、2種類のコーパスの出
現率の差が大きい文末形式を示す。
表 7に、F11の値の分布を示す。この表に示すように、F11の値が付与された 806種類の文

末形式のうち、F11の値が 2以上の文末形式が 33種類、−2以下の文末形式が 40種類ある。
これらの文末形式の一覧を表 8に示す。なお、F11の値が 2の場合、「なろう会話文コーパス」
の出現率が「BCCWJ会話文コーパス」の出現率の 4倍であることを意味する。
表 8の左半分は、相対的に「なろう会話文コーパス」によく現れる文末形式である。目につ

くのは、次の文末形式である。なお、以下では文末形式を ⟨文末形式 ID⟩の記法で示す。
• 「っす」を構成要素とする文末形式
⟨っす ⟩、⟨っす.ね ⟩、⟨っす.か ⟩、⟨じゃない.っす.か ⟩

• 長音化した「ね、よ、な、か」を内在する終助詞
⟨ Ｄよねえ ⟩、⟨ んだ.Ｄよねえ ⟩、⟨ です.よねえ ⟩、⟨ し.ねえ ⟩、⟨ Ｄよなあ ⟩、



表 8 いずれかのコーパスに偏る文末形式
「なろう会話文コーパス」に多い 「BCCWJ会話文コーパス」に多い

タイプ ID F08 F10 F11 タイプ ID F08 F10 F11

丁 っす 0.87 13.18 3.93 特 のや 2.31 0.16 -3.81

丁終 っす.ね 0.29 4.24 3.87 丁終 んです.もの 4.01 0.39 -3.38

丁 ましたー 0.11 1.37 3.66 終 かえ 1.52 0.16 -3.28

丁終 っす.か 0.33 3.52 3.44 特接終 んだ.が.ね 2.60 0.32 -3.02

終 Ｄよねえ 0.14 1.44 3.32 特終 んじゃない.かね 0.72 0.10 -2.80

特接 のだ.けれど 0.11 1.08 3.31 終 らあ 1.23 0.18 -2.79

終 Ｉよお 0.11 1.01 3.22 丁終 でして.Ｔね 2.13 0.33 -2.69

丁終 です.よお 0.25 2.12 3.07 丁 なされ 1.01 0.16 -2.68

終 Ｄよなあ 0.22 1.71 2.98 特丁終 んじゃない.でしょう.ね 0.72 0.11 -2.65

特丁終 じゃない.っす.か 0.11 0.79 2.87 丁接終 んです.から.ね 2.39 0.39 -2.63

接終 し.なあ 0.18 1.17 2.70 終 え 1.84 0.30 -2.62

丁接終 です.し.ね 0.14 0.93 2.69 丁接終 んです.が.ね 2.86 0.48 -2.58

丁接 です.ので 0.33 2.01 2.63 特丁 じゃない.んです 1.88 0.32 -2.56

丁接 です.し 0.83 5.10 2.62 特終 んだ.わ 5.28 0.91 -2.53

丁終 っす.よ 0.76 4.63 2.61 丁接 んです.って 5.93 1.05 -2.50

丁終 ます.Ｐわよ 0.22 1.30 2.58 丁終 まして.Ｔね 6.62 1.19 -2.47

接終 って.の 0.22 1.25 2.53 特 たろう 4.41 0.83 -2.41

接終 し.ねえ 0.18 0.95 2.40 特 んや 6.83 1.33 -2.36

特終 んだ.Ｄよねえ 0.36 1.89 2.39 特終 じゃない.もの 0.58 0.11 -2.36

丁終 です.Ｐわよ 0.22 1.10 2.35 特終 んだ.もの 4.30 0.85 -2.33

裸 Ｖ仮 0.80 4.06 2.35 丁接終 ません.が.ね 1.19 0.24 -2.33

丁終 です.よねえ 0.25 1.28 2.33 丁終 んです.Ｐわ 2.02 0.41 -2.32

丁 っしょ 0.18 0.86 2.25 特終 んじゃない.のかな 0.98 0.20 -2.32

特終 んじゃねえ.の 0.14 0.67 2.22 丁終 でっ.か 0.51 0.11 -2.24

特 んだった 0.11 0.49 2.19 丁 なさい.ます 0.47 0.10 -2.23

丁 でっ 0.14 0.65 2.17 特丁 じゃない.でしょう 1.37 0.30 -2.21

特終 んだ.Ｄよなあ 0.47 2.05 2.12 裸 や 11.28 2.45 -2.20

特丁 じゃない.です 0.14 0.61 2.08 特終 やろ.か 0.87 0.19 -2.19

丁 Ｔください.ませ 0.47 1.99 2.08 接 ちゃ 3.76 0.83 -2.18

丁終 んす.か 0.58 2.41 2.06 接終 んで.ね 2.60 0.59 -2.14

丁終 です.かあ 0.33 1.34 2.04 特終 じゃない.のよ 2.46 0.56 -2.14

丁終 ます.よお 0.33 1.32 2.02 特接終 のだ.から.ね 0.80 0.18 -2.14

丁接 ます.し 0.76 3.07 2.02 特終 じゃない.わ 5.53 1.26 -2.13

丁接終 のです.から.ね 0.51 0.12 -2.13

丁接終 です.が.ね 2.10 0.48 -2.12

丁終 でしょう.よ 1.19 0.28 -2.09

接終 が.ね 7.48 1.78 -2.08

終 のかね 14.14 3.36 -2.07

丁 んです 131.50 31.87 -2.04

終 かね 21.55 5.30 -2.02

⟨んだ.Ｄよなあ ⟩、⟨し.なあ ⟩、⟨Ｉよお ⟩、⟨です.よお ⟩、⟨ます.よお ⟩、⟨です.かあ ⟩
• 丁寧体に後続する「わよ」
⟨ます.Ｐわよ ⟩、⟨です.Ｐわよ ⟩

「なろう会話文コーパス」の元となった小説群の大半は、いわゆるウェブ小説であり、ここ
数年間で執筆されたものである。これらの小説群においては、上記のような会話文の文末形式
が、より多く使われているということである。



表 9 女性率 (F15) の出現率別分布
F15 出現率の下限

上限 下限 20bp 10bp 5bp 1bp

90 9 12 18 41

90 80 0 2 4 17

80 66.7 9 12 15 33

66.7 50 12 19 26 59

50 33.3 17 22 35 65

33.3 20 9 17 25 47

20 10 12 13 17 43

10 7 9 19 51

75 106 159 356

表 10 女性率 (F15) のタイプ別分布
F15 文末形式タイプ

上限 下限 終 丁終 特終 丁 丁接 接終 特 裸 接 丁接終 特接 特接終 特丁終 特丁 -

90 16 14 7 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

90 80 3 4 2 1 2 1 0 1 2 0 1 0 0 0 0

80 66.7 6 5 0 3 5 0 1 3 5 0 4 0 0 1 0

66.7 50 11 8 2 10 7 7 2 2 5 0 1 2 0 1 1

50 33.3 7 19 1 8 7 3 4 7 3 4 0 0 2 0 0

33.3 20 15 8 7 1 2 2 4 3 1 3 0 0 1 0 0

20 10 14 4 7 1 1 3 6 4 0 1 1 1 0 0 0

10 8 9 12 0 0 7 4 1 1 3 2 4 0 0 0

80 71 38 27 25 23 21 21 17 11 9 7 3 2 1

表 8の右半分は、相対的に「BCCWJ会話文コーパス」によく現れる文末形式である。左半
分よりも特徴が明確ではないが、強いて指摘するならば、次のようになろう。

• 関西方言と思われる文末表現
⟨のや ⟩、⟨んや ⟩、⟨んです.Ｐわ ⟩、⟨でっ.か ⟩、⟨や ⟩、⟨やろ.か ⟩

• 「がね」を含む文末形式
⟨が.ね ⟩、⟨んだ.が.ね ⟩、⟨です.が.ね ⟩、⟨んです.が.ね ⟩、⟨ません.が.ね ⟩

• 「かね」を含む文末表現
⟨かね ⟩、⟨のかね ⟩、⟨んじゃない.かね ⟩

「BCCWJ 会話文コーパス」の元となった小説群は、BCCWJ の図書館サブコーパス (LB)

に含まれる小説群であり、なろう会話文コーパスと比較して、より広いジャンル、かつ、より
広い年代の小説が含まれている。文末形式の偏りは、これらの違いに由来すると考えられる。

5. 文末形式の使用の性差

5.1 全体的な傾向
文末形式の使用に性差があることはよく知られている。356種類の文末形式の女性率 (F15)

の頻度別分布を表 9に、タイプ別分布を表 10に示す。
女性率の値 (0–100)を 3等分し、女性優位、中性的 (性差小)、男性優位のグループに分ける



表 11 性差が著しいの文末形式
女性率 90%以上 女性率 10%未満

タイプ ID F08 F10 F15 タイプ ID F08 F10 F15

終 Ｘよね 2.75 4.55 100.0 丁終 です.かな 1.23 1.55 0.0

終 わよね 2.46 3.89 100.0 丁終 です.ぜ 1.05 0.40 0.0

終 かしらね 1.30 1.64 100.0 丁終 ました.な 1.63 1.45 0.0

丁終 んです.Ｐの 1.99 1.22 100.0 丁終 ます.かね 1.08 1.45 0.0

丁終 ません.Ｐの 1.05 0.82 100.0 丁終 ます.な 3.29 3.94 0.0

丁終 ます.Ｐの 1.05 1.73 100.0 丁終 んです.な 1.01 - 0.0

丁終 ました.Ｐの 1.63 1.05 100.0 特接終 のだ.から.な 1.19 1.12 0.0

特終 んだ.わ 5.28 0.91 99.7 特接終 んだ.が.な 1.19 2.23 0.0

特終 じゃない.わ 5.53 1.26 99.7 特終 じゃない.のか 2.02 1.92 0.0

終 わよ 27.66 22.08 99.5 終 らあ 1.23 0.18 0.0

終 かしら 18.58 17.06 99.5 丁終 です.な 8.10 9.74 1.0

丁終 ません.Ｐわ 3.22 3.37 99.5 特接終 んだ.から.な 3.25 1.86 2.5

終 のかしら 11.21 8.83 99.3 特終 のだ.な 3.04 3.47 2.6

丁終 んです.もの 4.01 0.39 99.2 特終 じゃねえ.か 5.93 6.48 2.8

丁終 です.Ｐの 2.06 2.46 99.2 特終 んじゃない.のか 2.89 2.42 2.8

終 のよね 4.74 5.75 99.0 特接終 んだ.が.ね 2.60 0.32 3.2

終 のね 21.59 10.76 99.0 特終 んだ.ぞ 6.73 7.04 3.6

特終 んじゃない.かしら 3.40 1.33 99.0 丁接終 です.が.ね 2.10 0.48 3.8

終 わねえ 3.00 2.08 98.9 特接 んだ.が 6.36 9.16 3.8

終 わね 25.74 25.47 98.7 接終 から.な 22.74 44.55 3.9

特終 じゃない.わよ 1.23 0.72 98.7 丁終 ません.な 1.88 1.57 4.3

丁終 です.もの 2.06 1.21 98.4 特終 んだ.Ｄよな 1.81 5.15 4.4

終 のよ 97.44 31.38 98.2 特接 だろう.が 3.58 5.04 4.5

終 わ 186.96 92.96 98.0 特 じゃねえ 1.74 1.46 4.6

特終 じゃない.のよ 2.46 0.56 98.0 特終 のだ.ぞ 1.77 2.50 4.6

丁終 です.Ｐわね 1.63 5.06 98.0 特終 んだろう.な 3.25 3.75 4.9

丁終 ます.Ｐわ 6.69 7.00 97.5 終 ぜ 34.49 32.78 4.9

丁接 んです.って 5.93 1.05 97.2 丁接終 ます.が.ね 1.59 0.40 5.1

丁終 ました.Ｐわ 3.07 2.76 96.1 丁終 でしょう.な 1.52 1.26 5.2

終 Ｘね 38.47 37.39 94.7 終 Ｂなよ 7.63 10.55 5.3

特終 じゃない.の 12.69 3.60 93.5 特終 だろう.な 8.97 10.11 5.4

丁 んでしょ 7.74 5.38 93.2 接終 し.な 2.89 9.85 5.5

丁 ましょ 1.27 1.58 93.1 特 のだ 45.95 32.11 5.6

終 の 230.86 133.37 92.7 接終 んで.ね 2.60 0.59 6.1

丁 でしょ 26.07 27.17 92.1 終 もんな 1.27 2.14 6.2

終 Ｘよ 86.67 54.76 91.9 丁接終 ません.が.ね 1.19 0.24 6.6

丁終 です.Ｐわ 8.86 11.88 91.5 終 のかね 14.14 3.36 6.8

丁終 なさい.Ｉよ 4.59 2.67 91.4 特終 んだ.ぜ 5.79 2.86 6.9

終 もの 4.48 2.49 91.2 裸 だ 384.89 360.95 7.1

特終 んだ.もの 4.30 0.85 91.2 接終 と.な 1.08 2.69 7.2

丁終 ましょう.ね 1.16 1.13 90.7 特 じゃない.だろう 1.08 0.59 7.2

接終 が.な 5.31 7.03 7.5

特終 んじゃない.か 5.28 6.99 7.6

接終 ので.ね 1.01 0.51 7.7

特 だろう 67.11 59.57 8.0

特終 んだ.な 13.59 10.94 8.1

終 よな 4.84 11.64 8.1

終 わい 2.78 1.36 8.4

接 が 23.03 28.09 9.2

接終 が.ね 7.48 1.78 9.4

終 ぞ 75.10 131.67 9.4



表 12 終助詞の末尾母音の長音化と女性率 (F15)

標準形式 長音化形式
ID F08 F15 ID F08 F15 差分
わね 25.74 98.7 わねえ 3.00 98.9 0.2

Ｘね 38.47 94.7 Ｘねえ 4.23 69.6 -25.1

Ｔね 20.18 67.5 Ｔねえ 1.08 27.3 -40.2

ね 107.89 57.4 ねえ 14.82 50.5 -6.9

よ 189.86 39.9 よお 3.00 57.0 17.1

Ｄね 29.79 26.9 Ｄねえ 2.93 53.4 26.5

かな 37.60 26.4 かなあ 4.66 42.9 16.5

さ 64.32 18.3 さあ 1.88 73.9 55.6

かね 21.55 17.8 かねえ 1.16 54.1 36.3

か 209.24 17.4 かあ 2.71 56.9 39.5

Ｂな 36.08 11.0 Ｂなあ 3.00 13.0 2.0

な 156.27 10.0 なあ 20.65 27.4 17.4

と、それぞれのグループに属する文末形式の数は、91, 124, 141となる。使用に性差が著しい
(女性率が 90%以上または 10%未満)の文末形式の一覧を表 11に示す。これらの文末形式の
使用に性差が著しいことは、ほぼ直感と一致する。
5.2 終助詞の末尾長音化と女性率
小説の会話文では、終助詞の末尾の母音を長音化させた異形がしばしば観察される。たとえ

ば、終助詞「ね」に対しては、「ねえ」、「ねぇ」、「ねー」などがそれに相当する。Kohakuは、
これらを ⟨ねえ ⟩に集約する。
表 12に、標準形式と長音化形式の女性率の比較表を示す。長音化形式は、標準形式より柔

らかい感じとなるので、長音化形式の方が女性率が高くなる (差分がプラス)と予想したが、そ
れに反するデータが存在する。
この表において、⟨Ｔね ⟩と ⟨Ｔねえ ⟩の組は注意が必要である。終助詞 ⟨Ｔね ⟩には、依

頼と伝達の 2種類の意味が存在する (佐藤 2024)。一方、⟨Ｔねえ ⟩は、伝達の意味のみとなる
が、形態素解析誤りにより、「テない」の音変化が混入する。差が −40.2ポイントと大きいの
は、このような理由による。
この組を除くと、注目すべき組は、以下の 2組である。
1. ⟨Ｘね ⟩と ⟨Ｘねえ ⟩
予想に反して、長音化形式の方が女性率が低い。おそらく、⟨Ｘね ⟩はほぼ女性専用の
形式であるのに対し、⟨Ｘねえ ⟩は柔らかい口調の男性も用いることが、−25.1ポイン
トという差が現れる理由であろう。

2. ⟨さ ⟩と ⟨さあ ⟩
長音化形式の方が女性率が高いという点では予想通りであるが、+55.6ポイントという
差は著しい。違和感があったので調査したところ、女性の ⟨さあ ⟩の 29回の使用のう
ち、18回が特定の作品(5)に集中しており、この作品の存在が、大きな差をもたらしてい

(5) 大城立裕の『水の盛装』において、3名の女性登場人物が、それぞれ 9回、5回、4回使用している。



表 13 終助詞の前方文脈と女性率
前方文脈

(なし) Ｘ Ｄ Ｔ Ｒ Ｂ Ｉ
ね 57.4 94.7 26.9 67.5 - - -

ねえ 50.5 69.6 53.4 27.3 - - -

よ 39.9 91.9 24.9 83.7 - - 16.2

よな 8.1 - 14.5 - - - -

よね 62.5 100.0 62.6 - - - -

な 10.0 - - 16.2 43.5 11.0 -

なあ 27.4 - - - - 13.0 -

なよ - - - - 46.0 5.3 -

ることが判明した。なお、残りの 11回の使用は、すべて異なる作品であった。
5.3 終助詞の前方文脈と女性率
Kohakuでは、いくつかの終助詞を前方文脈込みで区別する(6)。表 13に、それらの終助詞に

おける前方文脈と女性率の関係を示す。
前方文脈Ｘ (「だ」の省略)とＤ (「だ」が存在)のよる女性率の違いは、Ｘの方が女性率が

高くＤの方が低いという、よく知られた事実と一致する。しかしながら、より詳細に観察する
と、以下のことに気づく。

• ⟨ Ｘね ⟩ と ⟨ Ｄね ⟩ の組、および、⟨ Ｘよ ⟩ と ⟨ Ｄよ ⟩ の組は、女性率の差が大きい。
⟨ Ｘね ⟩ と ⟨ Ｘよ ⟩ の女性率は 90% 以上で、ほぼ女性専用の形式とみなしてよいだろ
う。その一方で、⟨Ｄね ⟩と ⟨Ｄよ ⟩の女性率は 25%前後であり、男性が優位ではある
が、女性による使用も一定数存在する。

• ⟨ Ｘよね ⟩ と ⟨ Ｄよね ⟩ の組は、女性率の差は比較的大きいが、⟨ Ｄよね ⟩ の女性率は
60%を超えている。⟨Ｄよね ⟩の女性率は ⟨よね ⟩の女性率とほぼ同じであり、男性優
位の形式とはなっていない。

• ⟨ Ｘねえ ⟩ と ⟨ Ｄねえ ⟩ の組は、女性率の差が比較的小さい。⟨ Ｄねえ ⟩ の女性率は
53.4%であり、男性優位の形式とはなっていない。

このように、「BCCWJ会話文コーパス」では、⟨Ｄよね ⟩と ⟨Ｄねえ ⟩が中性化している実
態が観察できる。
5.4 複数の付属要素から構成される文末形式の女性率
Kohakuは、従来より長い単位の文末形式を認定する。このため、これまで行われなかった

分析が可能となる。
表 14は、文末形式タイプ「接終」の文末形式の女性率を、タイプ「接」および「終」の文

末形式の女性率と対比して示した表である。この表を観察すると、タイプ「接終」の女性率に
は、以下のものがあることに気づく。

1. 終助詞の女性率と近い値をとるもの
例：⟨けど.ね ⟩、⟨けど.な ⟩、⟨し.ね ⟩、⟨って.ね ⟩、⟨ば.ね ⟩、⟨が.な ⟩

(6) 前方文脈を表す記号の一覧を付録 Cに示す。



表 14 接続助詞と終助詞の結合と女性率
接 接終 終

けど 76.1 けど.ね 59.1 ね 57.4

けど.さ 52.1 さ 18.3

けど.な 11.7 な 10.0

し 72.2 し.ね 52.5 ね 57.4

し.な 5.5 な 10.0

から 71.5 から.よ 86.1 よ 39.9

から.ねえ 64.3 ねえ 50.5

から.ね 37.3 ね 57.4

から.さ 23.8 さ 18.3

から.なあ 18.8 なあ 27.4

から.な 3.9 な 10.0

って 63.6 って.ね 53.7 ね 57.4

って.さ 37.5 さ 18.3

ば 60.3 ば.ね 58.2 ね 57.4

ので 49.6 ので.ね 7.7 ね 57.4

で 47.5 で.ね 35.5 ね 57.4

で.さ 29.9 さ 18.3

で.な 16.8 な 10.0

と 44.7 と.ね 62.8 ね 57.4

と.な 7.2 な 10.0

んで 23.3 んで.ね 6.1 ね 57.4

が 9.2 が.ね 9.4 ね 57.4

が.な 7.5 な 10.0

2. 接続助詞の女性率と近い値をとるもの
例：⟨が.ね ⟩

3. 接続助詞と終助詞の女性率の中間的な値をとるもの
例：⟨けど.さ ⟩、⟨から.ねえ ⟩、⟨って.さ ⟩、⟨で.さ ⟩

4. 独自の値をとるもの
例：⟨から.よ ⟩、⟨から.ね ⟩、⟨ので.ね ⟩、⟨で.ね ⟩、⟨んで.ね ⟩

これらのグループのうち、最後のグループを除いた 3グループの女性率は、構成要素からの
合成として理解できる。しかしながら、最後のグループは、接続助詞と終助詞が結合した場合
に、独自の女性率を示すものである。
最後のグループに属する 5 つの文末形式のうち、⟨ から.よ ⟩ は、「よ」を ⟨ Ｘよ ⟩(つまり、

「からだよ」の「だ」が省略されて「からよ」の形式となってる) とみなせば、第 3グループに属
すると解釈できる。しかし、それ以外の文末形式は独自の女性率をとるとしか解釈できない。
表 15に、文末形式の女性率が、分解した形式の女性率の最小値または最大値から 10ポイン

ト以上外れるもの (43種類)の一覧を示す。このような文末形式の存在は、終助詞のみに着目
した性差の議論が不十分であり、より長い単位での検討が必要であることを明確に示している。
5.5 「の・ん」交替と女性率
会話文では、準体助詞「の」が「ん」に交替する傾向が強く、使用においても「ん」が優位

である。Kohakuは、「の」形式と「ん」形式を、異なる文末形式として区別する。



表 15 付属要素の結合と女性率
F02 F03 F15 F02 F03 F15 F02 F03 F15

丁接 です.けど 83.9 丁接終 です.けど.ね 42.9 ↓ 終 ね 57.4

特 んじゃない 76.0 特丁終 んじゃない.です.か 30.0 ↓ 丁終 です.か 43.5

接 から 71.5 接終 から.よ 86.1 ↑ 終 よ 39.9

接終 から.ね 37.3 ↓ 終 ね 57.4

丁 なさい 70.9 丁終 なさい.Ｉよ 91.4 ↑ 終 Ｉよ 16.2

特 じゃない 63.5 特丁 じゃない.でしょう 73.5 ↑ 丁 でしょう 62.7

特終 じゃない.のか 0.0 ↓ 終 のか 10.7

丁接 ました.から 63.2 丁接終 ました.から.ね 32.5 ↓ 終 ね 57.4

丁 でしょう 62.7 丁終 でしょう.よ 83.2 ↑ 終 よ 39.9

特接 のだ.から 61.0 特接終 のだ.から.な 0.0 ↓ 終 な 10.0

丁接 ます.から 59.9 丁接終 ます.から.ね 35.4 ↓ 終 ね 57.4

丁 のでしょう 58.6 丁終 のでしょう.ね 42.9 ↓ 終 ね 57.4

丁接 です.から 57.7 丁接終 です.から.ね 24.5 ↓ 終 ね 57.4

丁 んです 57.6 丁接 んです.って 97.2 ↑ 接 って 63.6

丁終 んです.な 0.0 ↓ 終 な 10.0

丁接 ません.から 56.4 丁接終 ません.から.ね 41.6 ↓ 終 ね 57.4

丁 でした 55.2 丁終 でした.ね 42.4 ↓ 終 ね 57.4

丁接 んです.から 54.2 丁接終 んです.から.ね 31.4 ↓ 終 ね 57.4

丁 Ｔください 51.0 丁終 Ｔください.ね 89.3 ↑ 終 ね 57.4

丁終 Ｔください.な 88.2 ↑ 終 な 10.0

丁 ましょう 51.0 丁終 ましょう.ね 90.7 ↑ 終 ね 57.4

丁終 ましょう.よ 86.1 ↑ 終 よ 39.9

丁終 ましょう.か 63.3 ↑ 終 か 17.4

丁 まして 50.9 丁終 まして.Ｔね 21.0 ↓ 終 Ｔね 67.5

丁 ません 50.6 丁終 ません.ね 32.0 ↓ 終 ね 57.4

接 ので 49.6 接終 ので.ね 7.7 ↓ 終 ね 57.4

丁 ました 48.9 丁終 ました.よね 73.8 ↑ 終 よね 62.5

丁終 ました.ね 35.5 ↓ 終 ね 57.4

丁終 ました.な 0.0 ↓ 終 な 10.0

接 で 47.5 接終 で.ね 35.5 ↓ 終 ね 57.4

丁 ます 46.9 丁終 ます.ね 35.5 ↓ 終 ね 57.4

丁終 ます.かね 0.0 ↓ 終 かね 17.8

丁終 ます.な 0.0 ↓ 終 な 10.0

丁 です 42.5 丁接 です.って 79.5 ↑ 接 って 63.6

丁接終 です.から.ね 24.5 ↓ 接終 から.ね 37.3

丁終 です.かな 0.0 ↓ 終 かな 26.4

丁接 です.が 33.5 丁接終 です.が.ね 3.8 ↓ 終 ね 57.4

丁接 んです.が 33.3 丁接終 んです.が.ね 16.0 ↓ 終 ね 57.4

丁接 ません.が 29.7 丁接終 ません.が.ね 6.6 ↓ 終 ね 57.4

特 じゃ 25.6 特終 じゃ.よ 15.3 ↓ 終 よ 39.9

接 んで 23.3 接終 んで.ね 6.1 ↓ 終 ね 57.4

丁接 ます.が 19.2 丁接終 ます.が.ね 5.1 ↓ 終 ね 57.4

特 んだ 10.6 特接終 んだ.から.ね 56.6 ↑ 接終 から.ね 37.3



表 16 「の」形式」と「ん」形式の女性率
「の」形式 「ん」形式

F02 F03 F16 F03 F16 差分
丁終 のでしょう.ね 42.9 んでしょう.ね 69.7 26.8

丁 のでしょう 58.6 んでしょう 70.2 11.6

丁 のです 47.7 んです 57.6 9.9

丁終 のです.か 44.9 んです.か 53.8 8.9

特接 のだ.から 61.0 んだ.から 69.7 8.7

特 のじゃ 32.0 んじゃ 38.0 6.0

特終 のだ.な 2.6 んだ.な 8.1 5.5

丁接 のです.から 48.9 んです.から 54.2 5.3

特 のだ 5.6 んだ 10.6 5.0

丁終 のです.よ 43.4 んです.よ 47.2 3.8

特 のだろう 15.3 んだろう 18.2 2.9

丁終 のでしょう.か 57.0 んでしょう.か 59.8 2.8

特接終 のだ.から.な 0.0 んだ.から.な 2.5 2.5

丁終 のです.ね 47.3 んです.ね 49.0 1.7

特終 のだ.Ｄね 27.3 んだ.Ｄね 26.9 -0.4

特終 のだ.ぞ 4.6 んだ.ぞ 3.6 -1.0

特終 のだ.Ｄよ 32.8 んだ.Ｄよ 31.3 -1.5

丁接 のです.が 36.0 んです.が 33.3 -2.7

特 のや 36.9 んや 29.0 -7.9

特接 のだ.が 12.9 んだ.が 3.8 -9.1

表 16に、対応するそれぞれの形式の女性率を示す。「ん」の方が「の」よりも粗野なので、
「の」形式の方が女性率が高い (表の差分がマイナス)だろうという予想は、データによって否
定される。実際、「ん」形式の方が「の」形式よりも女性率が高い (差分がプラスの)組が、20

組中 14組ある。特に、⟨ん.でしょう.ね ⟩と ⟨ん.でしょう ⟩の 2形式は、対応する「の」形
式よりも女性率が 10ポイント以上高い。興味深い事実である。

6. おわりに

本論文では、作成した会話文の文末形式リストについて述べた。このリストには、2種類の
会話文コーパスのいずれかで、0.1bp以上の頻度が観察された 1,923種類の文末形式の文末形
式が収録されており、以下の 4種類の情報が付与されている。

1. 1,065種類の文末形式に対して、「BCCWJ会話文コーパス」の頻度情報
2. 933種類の文末形式に対して、「なろう会話文コーパス」の頻度情報
3. 806種類の文末形式に対して、2種類の会話文コーパスの出現率の差 (対数比)

4. 355種類の文末形式に対して、話者の女性率
今回作成した文末形式リストを使用して、各種の観察と分析が可能である。本論文の 4節で

は 2種類の会話文コーパスの出現率の差の観察結果を、5節では女性率に対するいくつかの観
点での観察結果を報告した。
本リストは、名古屋大学学術機関リポジトリ (https://doi.org/10.18999/2013067)で公開し

ている。



表 17 主要素形式 ID

# ID 認定条件 備考
1 Ｖ +活用形 動詞
2 Ｖ +活用形 接尾辞-動詞的
3 Ｖ +活用形 助動詞 語彙素の末尾が「い」以外
4 Ａ +活用形 形容詞
5 Ａ +活用形 接尾辞-形容詞的
6 Ａ +活用形 助動詞 語彙素の末尾が「い」
7 だ 助動詞だ (終止形)

8 だあ 助動詞だ (終止形)

9 ちゃ 助動詞だ (終止形)

10 だっタ 助動詞だ (タ形)

11 だっ 助動詞だ (連用形-促音便)

12 な 助動詞だ (連体形「な」)

13 や 助動詞や (終止形)

14 やあ 助動詞や (終止形)

15 やっタ 助動詞や (タ形)

16 状Ｘ 名詞-助動詞語幹
17 状Ｘ 形状詞-一般
18 状Ｘ 形状詞-助動詞語幹
19 状Ｘ 接尾辞-形状詞語幹
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付　録

付録 A. 主要素形式 ID

主要素形式 IDは、付属要素を持たない会話文のうち、文末が述語と認定できるもの (文末形
式タイプが「裸」)の文末形式 IDを与えるものである。
主要素形式 IDは、「助動詞だ」、「助動詞や」、および、「助動詞だ」が省略されている場合を

除き、活用型と活用形の組で表現する。主要素形式 IDの一覧を表 17に、活用形を表す記号の
一覧を表 18に示す。

付録 B. 同一 IDを持つ付属要素

同一 ID の付属要素の一覧を表 19 に示す。文末形式リストの F03–F05 の情報を使用すれ
ば、これらを区別することができる。
本システムが認定する文末形式が、文末形式タイプ (F01) と文末形式 ID(F02) の組となっ

ているのは、表 19に示す付属要素が存在するためである。たとえば、文末形式 IDが ⟨とも ⟩
となるものは、文末形式タイプ「終」の場合と、「接」の場合が存在する。これらは、F01に



表 18 活用形を表す記号
# 活用形 認定条件
1 幹 語幹
2 未 未然形
3 意 意志推量形
4 用 連用形
5 (なし) 終止形
6 (なし) 連体形
7 仮 仮定形
8 已 已然形
9 ヨ 命令形（出現形が「～よ」)

10 命 命令形
11 タ タ形 (「助動詞た」)

12 テ テ形 (「接続助詞て」、「接続助詞で」)

表 19 同一 ID を持つ付属要素
種別 ID 説明
終助詞 とも 「終助詞とも」。例: ほんとうだとも
接続助詞 とも 「接続助詞とも」
終助詞 で 「終助詞で」。例: 食べたで
接続助詞 で 「助動詞で」の連用形の「で」
接続助詞 ちゃ 「ては」の融合形
主要素形式 ちゃ 「助動詞だ」の終止形「ちゃ」
終助詞 な 「終助詞な」
裸 な 「助動詞だ」の連体形「な」
終助詞 や 「終助詞や」
裸 や 「助動詞や」

表 20 終助詞の前方文脈
記号 前方文脈
Ｘ 名詞・代名詞・形状詞 (「助動詞だ」の省略)

Ｄ 「助動詞だ」
Ｔ いわゆるテ形
Ｂ 動詞型活用の終止形
Ｒ 動詞型活用の連用形
Ｉ 動詞型活用 (五段)の命令形、または、動詞型活用 (一段)の連用形
Ｐ 「です・でした・ます・ました・ません・ませんでした」

よって区別することができる。

付録 C. 終助詞の前方文脈

表 20に、終助詞の前方文脈を表すために使用する記号 (英大文字)の一覧を示す。
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